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運動場面における足の一側優位性について

大谷和寿＊・檀野淳一＊

　Kazutoshi　OHTANI　and．Junichi　UEN0

0n　the　Latera11ty　m　the　Lower　L1mbs　upon

　　the　Occas1on　of　Phys1ca1Act1Y1t1es

I．はじめに

　走り幅跳びの踏み切り，走り高跳びの踏み切り，サッ

カーのボール蹴り，ハードル走の踏み切り等の運動場面

では，だいたい好んで使用する足が決まっている。

　これは，主観的もしくは自覚的1atera1ityと考えら

れ，foot　preferenceと呼ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　　1）
　Latera1ityについては，Touwenはr対をなす機能

（手，足，目，耳）を持つ生物に於いては，ある仕事の

成就は，求心性とか遠心性とかにかかわらず，どちらか

の側でよりbetterになされる。このような現象に対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
て，1atera1ityと名づけられている。」と記述し，麓は

「ラテラリティは，一側優位性，片側偏重，利き側等

の訳語が与えられている。この語の定義は，身体の左右

相同の部位のどちらを用いても実行可能な行為であるに

もかかわらず，左右どちらか片一方の側のみを用いて行

う傾向，としてよいであろう。」と記述している。また，
　　3）

万井等は1atera1ityを本来の利き側としてとらえてい

る。

　多少はっきりしない面もあるが，f00t　preferenceが

自分が好んで使う側をさすのに対し，1atera1ityは機能

的な観点に立つ概念と考えてよかろう。

　足の機能に関する従来の報告には，左右足の機能を比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
較して左右の相対的能力差を検討したもの，利き手別に

2群に分けて左右足の比較を行い，手と足の関係をみよ
　　　　4）5）
うとしたもの，運動種目別に左右足の比較を行い，運動
　　　　　　　　　　　　　　　6）
種目の特徴をとらえようとしたもの，白覚上の調査をも

とにして，利き足（ケンケン足）別に2群に分け，利き
　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
足と非利き足の機能の比較を行ったもの，などがある。

　ところで，ボールを蹴る足は，80％以上の者が右側で
3
）

あるが，足の動作に関しては，使用足が右の者と左の者
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　　　　　　　　　　　　2）
がほぼ半々になる動作が多い，という報告がある。この

ことは，運動場面が異なると，使用する足も異なる可能

性があることを示している。

　それでは，それぞれの運動場面で使用される足は，ど

のような機能的特徴を持っているのであろうか，という

点に興味が持たれる。

　そこで，アンケートにより，走り幅跳び等で使用する

足を調べるのと同時に，脚筋力・垂直跳び等の項目につ

いて，片足ことのperfOrmanceを測定した。そして，

preferred　footとnon－Preferred　footに分けて比較

した場合，脚筋力等の項目に差が認められるかどうかを

見ることにより，それぞれの運動場面で使用される足の

機能的特徴を調べることを目標として考察を試みた。

II．研　究　方　法

　1．被験者

　本研究の被験者は，18～22才（19．4士1．40才）の健康

な運動部所属男子大学生79名（バスケットボール部12名

・バレーボール部9名・ハンドボール部9名・サッカー

部13名・陸上競技部14名・体操部7名・柔道部8名・水

泳部7名）である。身長は1726±542cm（1585～
183・Ocm），体重は65．O土7－61kg（51～100kg）であっ

た。

　2．調査および測定項目

　アンケートにより，ボールを蹴る場合，走り幅跳びで

踏み切る場合・走り高跳びで踏み切る場合・ハードル走

で踏み切る場合の4つの運動場面において，好んで使用

する足は左右どちらか，または両方であるかを調査し

た。

　また，脚伸展力・脚屈曲力・ステッピング・閉眼片足

立ち・片足垂直跳ぴ・20mケノケノ・片足2段跳びの

測定を実施した。
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　3．測定期間

　測定期間は，昭和59年1月14日から同年7月28日まで

の間であった。

　4．測定方法
　1）脚筋力

　脚伸展力と脚屈曲力の測定は，竹井機器製の多用途筋

力測定装置を用いて，椅座位で膝角度を直角にし，上体

が動かないように3点式ベルトで固定して，左右それぞ

れ1回ずつ行った。力量計（丸型バネ秤）は，下腿と垂

直になるように水平に保ち，0．5kg単位で計測した。

　2）ステッピング

　椅座位で10秒間，左右それぞれの足で2回ずつ行わ

せ，良い方の値をその被験者の記録とした。

　3）閉眼片足立ち

　被験者は素足になり，閉眼で腰に両手をあて，片足で

床に立つ。そして，離している足が床に触れるか，支持

足の位置がずれるか，手が腰から離れるか，目が開くか

のいずれかの状態になるまでの時間を計測した。計測は

一秒単位で左右5回ずつ行うことを原則とした。

　しかし，予備実験の際，かなり長い時間バランスを保

つ者がおり，連続して5回の試技は不可能だと推察され

たため，180秒以上続いた時は，2回までで打ち切りと

し，平衡感覚の優れている側と判断した。

　計測された記録は，各被験者ごとに，左右どちらがよ

り優れているか，あるいは差が認められないかを判定

し，集計した。

　4）片足垂直跳び

　文部省体育局が示すスポーツテスト実施要項に準拠し

て実施した。壁に遠い側の足を軸足とし，跳躍動作に際

して，上げている方の足が床につかないように指示し

た。測定回数は，左右それぞれ2回ずつで，良い方の値

をその被験者の記録とし，計測は1cm単位とした。

　5）20mケンケン

　被験者をスタートラインに片足で立たせ，「ヨーイ」

rスタート」の合図で，20mをできるだけ速くケンケン

跳びでゴールするよう指示した。測定は二人ずつ同時に

行い，計測は1／100秒単位とし，左右2回ずつ実施して

良い方の値をその被験者の記録とした。

　6）片足2段跳び

　被験者をライン上に片足で立たせ，支持足でできるだ

け遠くへ2回連続跳躍するよう指示した。計測は1cm

単位の実測で行い，左右2回ずつ測定し，良い方の値を

記録した。

　片足垂直跳び・20mケンケン・片足2段跳びの測定

は，体育館で実施し，屋内用シューズを使用した。

表1　Preferredfootの数と％

右 両方 左

n（％） n（％） n（％）

ボールを
蹴 る 足 64（81．0）1 8（10．1）1 7（8．9）

走幅跳の

踏切 足 27（34．211 4（ 5．1）148（60．8）

走高跳の

踏切 足 24（30．411 4（ 5．1）151（64．6）

ハードル走

の踏切足 34（43．O）… 3（ 3．8〉、42（53．2）

＊＊＊notesas1gn1fIcantdlfferenceat01％1evel、

＊＊at悩1eve1and＊at5％level，resPectively．

III．結果および考察

　1．アンケート調査について

　4つの運動場面でのpreferred　f00tについて，アン

ケート調査したところ，表1のような結果となった。

　ボールを蹴る足については，右足の方が良いと答えた

者が64名（81％），左が7名（8．9％）で，左右同数を帰

無仮説に，両方という回答をはずして有局差検定を行っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
たところ，01％水準で有，冒な差が認められた。麓の右足
　　　　　　　　　　3）’
82％・左足4％，万井等の右足85．4％・左足8．O％とい

う報告とほぼ同様の結果であった。本研究では，利き手

についての考慮はせずに，アンケートの集計を行った
　　　　4）　8）
が，木村等や森屋の右手利きの者のみについての集計に

よると，それぞれ，右足92．5％・左足5．O％，右足92．16

％・左足2．97％と，右足を使用する者の割合が大きく報

告されている。

　走り幅跳びの踏み切り足については，右足が良いと答

えた者27名（34．2％）・左足48名（60．8％）で，5％水

準で有意差が認められた。

　走り高跳びの踏み切り足については，右足が良いと答

えた者24名（30．4％）・左足51名（64．6％）で，1％水

準で有局差が認められた。

　ハードル走の踏み切り足については，右足が良いと答

えた者34名（43．O％）・左足42名（53．2％）で，有意な

差は認められなかった。
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表2　Preferredfootについてのアンケートのクロス集計

のハ

踏1

切ド両方
足ル

　走

右 両方 左

右 19 O 15

両方 1
．2

O

左 7 2 33

’走幅跳の踏切足

　右　両方　左

A

蹴ボ

る1

足ル両方
　を

右 両方 左

右 24 3 37

両方 0 1 7

左 3 O 4

走幅跳の踏切足

右　両方　左

踏走

切高

足跳両方
　の

右 両方 左

右 19 O 5

両方 2 2 O

左 6 2 43

走幅跳の踏切足

右　両方　左

C

のハ

踏1

切ド両方
足ル

　走

右 両方 左

右 29 O 5

両方 2 1 0

左 33 7 2
，

ポールを蹴る足

右　両方　左

D

のハ

踏1

切ド両方
足ル

　走

右 両方 左

右 18 2 14

両方 1 1 1

左 5 1 36

走高跳の踏切足

右　両方　左

蹴ボ

る1

足ル両方
　を

右 両方 左

右 22 2 40

両方 0 1 7

左 2 1 4

走高跳の踏切足

右　両方　左

F

　走り幅跳びと走り高跳びについては，本研究と同様に
　　　　　　　　　　　　　　2）4）
左足踏み切りの者が多いという報告もあるが，逆に右足
　　　　　　　　　　　　　3）
踏み切りの者が多いという報告や，右手利きの者では右

足踏み切りの者が多く，左手利きでは左足踏み切りが多
　　　　　8）
いという報告もみられた。また，走り幅跳びについての

調査で，一般高校生を対象とした場合には，右足踏み切

りの者が多いが，高校サッカー選手を対象とした場合に
　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
は，左足踏み切りの者が多いという報告もあり，調査対

象によって結果は異なるようである。

　ハードル走に関しては，本研究の結果と同様に，左足
　　　　　　　　　　　　　4）
踏み切りの者が多いという報告がみられる。

　本研究の被験者においては，サッカーの支持足や走り

幅跳び・走り高跳び。ハードル走の踏み切り足として，

左足を使用する者が多い傾向が見られた。

　次に，各項目間のクロス集計を表2に示した。

　表2Aで，走り幅跳びとハードル走の関係をみると，

両方とも左足を用いる者が最も多く，次に両方とも右足

を用いる者が多かった。

　Bの走り幅跳びとボール蹴りでは，走り幅跳びが左

で，ボール蹴りが右というのが最も多く，続いて両方と

も右を用いる者が多かった。

　Cの走り幅跳びと走り高跳びでは，両方とも左を用い

る者が最も多く，次に両方とも右を用いる者が多かっ

た。

　Dのボール蹴りとハードル走では，ボール蹴りが右で

ハードル走が左というのが最も多く，次に両方とも右を

用いる者が多かった。

　Eの走り高跳びとハードル走では，両方とも左を用い

る者が最も多く，次に両方とも右を用いる者が多かった。

　Fの走り高跳びとボール蹴りでは，走り高跳びが左で

ボール蹴りが右を用いる者が最も多く，次に両方とも右

を用いる者が多かった。

　全体的にみると，走り帽跳びの踏み切り足と走り高跳

びの踏み切り足の場合に，使用する足が最も一致してい

た。

　ボール蹴りを除いた3項目の踏み切り足についてみて

みると，ハードル走の踏み切り足が左の者は，大多数が

走り幅跳びおよび走り高跳びとも左を用いるが，ハード

ル走の踏み切り足が右の者は，走り幅跳びおよび走り高

跳びを右足で行う者と左足で行う者とが，ほぼ半数にな

っていた。

　2．足の機能の比較について

　測定結果の平均値の差の検定は，paired　t　testで行

った。優れた結果を収めた側の人数については，左右も

しくはpreferred　f00tとnon－preferred　f00t同数を

帰無仮説に，両方という回答をはずして有局差検定を行
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表3各測定項目の左右の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　n畠79

脚伸展力 脚屈曲力 片足垂直跳 20mケンケン 片足2段跳 ステツピング 閉眼片足立

（K9） （K．9｝ （Cm） ｛秒） （・．m） （甲）

右　　左 右　　左 右　　左 右 左 右 左 右　　左

・・．l1・・．・ ｛ 叶平均 2111112；1l、 411；、141116 4・29014・298 419・41424・1 …91・1・3
標準偏差 10・83110・79 O・469…O・430 38・2、 37．6 8・7819・44

右1差なし1左 右1鉢し1左 右1差なし1左 右1鉢し1左 右1差なし1左 右1差なし1左 右 …芒斗 左

優れた結果

を収めた

側の人数 4012：37 4514130 3918：32 37． 6136 37： 1141
十47…4…28

21： ・11 17

＊＊noteSaSignifiCantdirferenceatl％leVeland＊at脳1eVe1reSPectiVeIy

表4　Preferred　footとNon－Preferred　footの比較

　一各測定項目で優れた結果を収めた側の人数一

脚　伸　展　カ 脚　屈　曲　力 片足 垂直跳 20mケンケン 片足 2段跳 ステッビング 闇眼 片足立

・・lE… P　F’E　NPF ・・1 E　NPF P　F： E　：NPF P　Fl E　NPF ・F； E NPF PF； E NPF

ポールを
・・1・三・・蹴る足 44≡　4・23 331 6‘32 32 6二33 35 1　35

、∴2、
・1l ・・；

11

走り幅跳の

踏み切り足 ・・1・．・・ ・・1・1・・ 38三 8129
4r㌻2、 、｛25 ・・1 ・

1 35
1・1 ・・1 22

走り高跳の

・・1・1・・ 35…436 35≡ 8132踏み切り足 381 6；31 51： 1123 361
・1

35
1・1

391 23

ハードルの

踏み切り足 ・・1・’・・ 36≡4136
・・1 ・1・・ 381 6132 ・・1 ll・・ ・・1 41 33

1・1 391 19

PF：Preferredfoot

NPF：noI1－I〕refemedfoot

　E：eOual

＊＊nOtesasi叩i『icantdiffer㎝ceaい岩1eveland＊at眺1evelrespectively1

った。

　1）右足と左足の比較

　測定結果を表3に示した。脚筋力をみると，伸展力，

屈曲力とも右足の平均値が良い値となり，良い結果を出

した側の人数も右側が多かった。特に，脚屈曲力の左右

の平均値の間には，paired　t　testの結果，1％水準で
　　　　　　　　　　　　6）
有意差が認められた。浅見等も，14の運動種目中12の運

動種目において，右足の脚力が優れており，残り2種目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
では左右差がなかったと報告している。万井等も9名中

7名で，右足の脚力が優れていたと報告している。木村
4
）

等は，右手利きの者では脚伸展力，脚屈曲力共に，右足

の方が大きな値であり，左手利きの者では，脚伸展力，

脚屈曲力共に，左足の値が大きいという結果を報告して

いる。しかしながら，中学生以上では90％以上の者が右

　　　　　　　　　4）6）8）
手利きと考えられるので，利き手を考慮しなくても，右

の脚筋力が大きい者が多いと思われる。

　片足垂直跳び，20㎜ケノケノには，左右差がみられ

なかった。

　片足2段跳びは，左足の平均の方が良い値となってい

るが，統計的に有意な差ではなかった。

　ステッピングでは，平均値，人数とも統計的に有意な
　　　　　　　　　　　　　6）
差で右足が優れている。浅見等も14の運動種目中，短距

離を除く13種目で，右足の回数が多いという結果を報告

している。

　閉眼片足立ちは，右足側が優れている人数が多かった

が，統計的に有意な差ではなかった。

　2）preferred　f00tとnon－preferred　footの比較

　a）機能測定で良い結果を収めた側の人数について
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　表4より，ボールを蹴る足についてみてみると，脚屈

曲力とステッピングの2項目において，5％水準で有意

な差が認められた。

　走り幅跳びの踏み切り足については，20mヶンヶン

と片足2段跳ぴの2項Fヨにおいて，1％水準で有局な差

が認められた。

　走り高跳びの踏み切り足については，片足2段跳びの

項目においてのみ，1％水準で有，冒な差が認められた。

　ハードル走の踏み切り足については，全ての項目にお

いて有，冒差は認められなかった。

　上述の有意差の認められた項目は，いずれもPrefe－

rred　foot側が優れた者が多かった。

　b）測定結果の平均値について

　ボールを蹴る場合のpreferred　f00tとnon－prefer－

red　footの測定結果を項目別に示したのが図1である。

脚伸展力の優れた側の人数については，有意差は認めら

れなかったが，平均値には，paired　t　testの結果，5

％水準で有局な差が認められた。脚の屈曲力について

は，O．1％水準で，ステッピングについては，1％水準

で有意な差が認められた。

　図2は，走り幅跳のpreferredf00tとnOn－prefer－

red　f00tの測定結果を比較したものである。片足垂直

跳びと，20mケンケンの2項目において，それぞれ5

％水準で有意な差が認められ，片足2段跳びでは，1％

水準で有、1冨な差が認められた。

　図3は，走り高跳びのpreferredfootとnon－pre－

ferred　f00tの測定結果を比較したものである。有意差

が認められたのは，表4と同様，片足2段跳びの項目だ

けであった。

　図4は，ハードル走のPreferred　f00tとnOn－pre－

ferred　footの測定結果を比較したものであるが，全項

目とも平均値に有意な差は認められなかった。

　上述の有意差の認められた項目は，いずれもprefe－

rred　footの方が優れていた。

　以上の結果より，ボールを蹴る足については，脚筋力

とステッピングでPreferred　f00tが有意に優れてい

た。さらに，閉眼庁足立ちにおいて，preferred　fOotの

結果が良い者は21名（65．5％），non－preferred　footの

結果が良い者は11名（34．4％）で，統計的に有意ではな

いが，11％の危険率で差がみられた。つまり，ボールを

蹴る足は，静的最大筋力に優れ，器用で敏捷性に優れた

方の足を使用しているといえる。

　走り幅跳びの踏み切り足については，片足垂直跳び，

20mケノケノ，片足2段跳ぴの各項目でpreferred

footが有意に優れていた。つまり，走り幅跳びの踏み

切り足は，全体重を支え，体を移動させるのに優れた方

の足を使用しているといえる。

　走り高跳び，ハードル走の踏み切り足については，ほ

ぼ走り幅跳びの踏み切り足と同様の傾向を示したが，顕

著な差は認められなかった。

IV．ま　　と　　め

　運動部所属男子大学生79名を対象として，アンケート

により走り幅跳びの踏み切り足，走り高跳びの踏み切り

足，ボールを蹴る足，ハードル走の踏み切り足を調べ

た。同時に，脚伸展力・脚屈曲力・ステッピング・閉眼

片足立ち，片足垂直跳ぴ・20mケノケノ・片足2段跳

びの測定を実施した。

　1．アンケートからは次のような結果が得られた。

　1）　ボールを蹴る足で右足を用いる者は64名（81％），

　　左足を用いる者は7名（8．9％）であった。

　2）走り幅跳びの踏み切り足で右足を用いる者は27名

　　（34．2％），走足を用いる者は48名（60．8％）であ

　　った。

　3）走り高跳びの踏み切り足で右足を用いる者は24名

　　（30．4％），左足を用いる者は51名（64．6％）であ

　　った。

4）ハードル走の踏み切り足で右足を用いる者は34名

　　（43．O％），左足を用いる者は42名（53．2％）であ

　　った。

5）走り幅跳びの踏み切り足と走り高跳びの踏み切り

　　足の場合に，使用する足が最も一致していた。

　2．右足と左足の機能の比較からは次のような結果が

　　得られた。

1）脚筋力は右足の方が優れている傾向がみられた。

　2）　ステッピングは右足の方が優れていた。

3）片足垂直跳び，20mケンケン，片足2段跳び，

　　閉眼片足立ちには，統計的に有意な差はみられなか

　　った。

3　Preferred　footとnon－Preferred　footの機能

　　の比較からは次のような結果が得られた。

　1）　ボールを蹴る足についてみると，脚筋力とステッ

　　ピングでpreferred　footが優れていた。

2）走り幅跳びの踏み切り足についてみると，片足垂

　　直跳び，20mケンケン，片足2段跳びでpreferred

　　f00tが優れていた。

3）走り高跳びの踏み切り足についてみると，片足2

　　段跳びのみでpreferred　footが優れていた。

4）ハードル走の踏み切り足では，いずれの測定項目
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にも有意差が認められなかった、
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